
事業報告書 
 
 
◎事業名称 承認日 令和  8年1月13日 

商工会議所勉強会並びに商工会議所青年部トークセッ
ション​
★事業計画書 

部長  

委員長 仲村渠 翔太 

作成者 仲村渠 翔太 

 
◎担当委員会 YOYOYO委員会 

◎作成者 仲村渠　翔太 

◎開催日時 令和7年11月8日（土） 
勉強会・座談会　 14：00～16：30 
懇親会　18：00～ 

◎開催場所 勉強会/座談会：宜野湾マリン支援センター(沖縄県宜野湾市大山7-10-27) 
懇親会：キッチンレトロ(沖縄県宜野湾市普天間2丁目4-2) 

 

1.事業結果 
 
（計画との差異
とその理由） 

■事業概要（結果） 
第一部として宜野湾市商工会局長大城盛治氏をお招きし、商工会議所とは勉強会を開
催した。商工会と商工会議所の違い、設立に至る過去を含めた経緯など学ぶことが出来
た。 
第二部として浦添商工会議所青年部、沖縄商工会議所青年部、宜野湾市商工会青年部
ならびに沖縄県商工会青年部連合会中部支部の4団体の会員・部員に参加いただき、
トークセッション形式で勉強会を行った。YEGとIMPULSEについて組織体の違いや、予
算規模、各々の事業内容など生の声を聞き学ぶことが出来た。 
第三部としてキッチンレトロにて懇親会を行った。各団体の垣根を超えて交流を深めるこ
とができた。 
 
当時のタイムスケジュール 
13:00  会場設営 
13:30　受付 
14:00　一部開会挨拶 
14:05　大城局長講演 
14:45  質疑応答 
15:00  休憩（二部受付・会場設営） 
15:30  二部開会挨拶 
16:15  座談会終了 
16:25　各団体告知 
16:30  閉会挨拶 
17:30　片付け完了 
移動 
18:00　懇親会 
21:00　解散 
 
 
■実施内容詳細（結果） 
第一部プログラム 
1.開会の挨拶（名城副部長） 
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https://docs.google.com/document/d/1AqmuIEtsfGquxr7WraEiJ7q-rE5dc4LNbiVjb65jNZo/edit?usp=drive_link
https://share.google/t8zHBspV2FfQvQbWC
https://share.google/nAir3kTkN5Fitihb6


2.部長挨拶 
3.勉強会講師紹介 
4.ここが聞きたい！商工会議所のこと...Ｑ＆Ａ 
5.宜野湾市商工会青年部員にこれだけは伝えたい 
6.閉会の挨拶（神山筆頭副部長） 
★第一部勉強会スライド 
【発表者】 
第二部プログラム 
1.開会の挨拶（名城副部長） 
2.部長挨拶 
3.登壇者紹介（浦添YEG会長長濱氏、沖縄YEG会長新里氏、宜野湾IMPULSE部長上
原君） 
4.商工会議所青年部とは 
5.商工会議所青年部と商工会青年部の違いを学ぼう 
6.トークセッション 
7.閉会の挨拶（神山筆頭副部長） 
★第二部トークセッションスライド 
■参加結果（計画との差異） 
宜野湾市商工会青年部部員の参加目標人数30名に対し13名（達成率43％）となった。 
浦添・沖縄商工会会議所青年部に所属している部員の参加目標人数30名に対し20名
(達成率66.7％） 
沖縄県商工会青年部連合会中部支部に所属している部員の参加目標人数20名に対し
て5名（達成率25％） 
合計参加目標人数80名に対して38名（達成率47.5％） 
宜野湾市商工会青年部部員出欠確認回答者33名　回答率（66%） 
★参加者リスト 
 

 
 

決算総額　　70,640円　（予算総額　 　151,000円） 
 
一般会計事業費決算　　70,315円　（一般会計事業費予算　　150,000円） 
一般会計事務費決算　　　 325円　（一般会計事務費予算　　1,000円） 
★事業決算書 

3.総評 ■得られた効果 
◯第一部勉強会 
大城局長の講演ならびに質疑応答により、商工会議所と商工会の違いを学ぶことができ
た。組織体を維持するために商工会議所であるほうが良いこと、過去に商工会議所設立
を目指したが断念した経緯など、当事者でしか知ることのできない事を学ぶことが出来
た。部員からは補助金について具体的な質疑も挙げられ学びの多い勉強会となった。 
 
◯第二部トークセッション　 
浦添・沖縄・宜野湾3単会の長に登壇頂き、商工会議所青年部と商工会青年部の違いを
学ぶことができた。トークセッションコーナーにおいては各単会の活動事例や、一年の行
事の流れ、承認事項の決裁の流れ、各役員の選出方法などをリレー形式にて学ぶこと
ができた。予算の数字など、リアルな面も感じ取ることが出来、学びの多い勉強会となっ
た。今後の活動への理解と関心が深まった。 
 
〇懇親会 
浦添・沖縄・宜野湾・中部支部のメンバーに加え、宮古島商工会青年部会長横山氏、九
州YEG次年度会長予定者大橋氏にも参加頂き盛大に懇親を図ることが出来た。懇親会
開始前に名刺交換の時間を設け、各事業所の自己アピールの機会を作った。各事業所
の話題から各単会の活動内容まで組織の垣根を越えて交流を図ることが出来た。 
 
■委員長所見　 
宜野湾部員の参加率が目標に届かなかった。（達成率43.％）１か月半前の告知、LINE
メッセージ発信の強化、2回のビデオメッセージの発信などの広報戦略を試みたが浸透
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https://drive.google.com/file/d/1daGc8-2q7bifsP87jcB89Tdpgpmmqi89/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/12R8FaCfU_HmgsaebCrkn6wA1C6TehD5t/view?usp=drive_link
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1I5RPqy9yiPhWQ3y0jMblW4ETeW9-E4a4d82iiYIA5w8/edit?pli=1&gid=2009888627#gid=2009888627
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1mK6-pXs16TZGW854FY88GE5AFLncW6bDzBq6ME4-mno/edit?usp=drivesdk


できなかった。 
第一部の設営に時間を要した。（受付10分前に完成） 
駐車場について急遽アメリカンエンジニアリング様の駐車場をお借りすることとなったが１
週間前に打診＋承認は事業の３日前となった。事務局、先方への配慮不足だと感じた。 

 
4.申し送り事項 

LINEや動画発信などの手段だけでは動員効果に限界があると感じた。部員へ通常の委
員会活動、定例会活動への参加を促し一体感を醸成したうえで、事業の意義などの落と
し込みが必要であると感じた。また直接電話にて参加を働きかけることで応じてくれた部
員もいたことから、最後は生身での接触が重要であると感じた。 
設営については複数の部員で事前に現地を確認することで、当日の設営がスムーズに
運べると感じた。 
駐車場など外部組織を巻き込む事象については、目標人数設定時に予見し１か月前に
は外部組織へ打診する必要があると感じた。 

5．参考資料 ★趣意書 
★お礼状 

5.事業写真 
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https://drive.google.com/drive/folders/1SC7f5l4ma_sfhIsy30n1fClT-TbGS-vT?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/18lN_LuyUuGSNWy5gWN81ixLaEr2TxBZq?usp=drive_link
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6.領収書 
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